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高森町観光協会の吉良禎人会長の音頭で、威勢よく乾杯が行われました。

高
森
に
春
を
呼
ぶ
、
恒
例
の
新
酒
と

ふ
る
さ
と
の
味
ま

つ
り

（町
観
光
協
会

主
催
）
は
今
回
で
１４
回
目
を
数
え
、
２

月
９
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

皮
切
り
に
、
毎
週
土
曜
日
の
夜
な
べ
暖

義

（夜
を
徹
し
暖
か
な
気
持
ち
で
語
り

明
か
そ
う
と
談
義
を
暖
義
と
も
じ

つ
て

い
ま
す
。
）
や
、
３
月
１０
日
の
駅
前
広
場

で
の
ラ
ス
ト
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
阿
蘇
鉄
道

の
レ
ト

ロ
列
車
を
貸
し

切

っ
て
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
列
車
に
は
、
申
込
み
の
あ

っ
た
家

れ
な
ど
約
５０
人
が
乗
車
。
立
野
駅

高
森
駅
ま
で
を
約
１
時
間
か
け
て

。
乗
客
は
田
楽
や
ヤ

マ
メ
な
ど
高

味
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
ら
れ
た

「ふ

と
弁
当
」
を
食
べ
な
が
ら
、
こ
の

に
、
本
町
だ
け
で
し
か
味
わ
え
な

酒
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

●

い 時 る森 運 か 族
新 期 さ の 行 ら連

2月 21日 、高森東中学校ランチルームで、 3月
に卒業を控えた東中学校と草部中学校の 3年生
合同の、テーブルマナー教室が開かれました。

教室では、ホテル阿蘇高森倶楽部の渡辺大さ

んほか 3人を講師に招き、西洋料理のマナーに
ついて学習。渡辺さんは、「料理はかっこよく食

べようと思わないで、相手に対して不快感を与

えないことに気をつけておいしく食べましょう」

と説明。

生徒たちは日ごろ使い慣れないナイフとフォ

ークでの食事に終始緊張気味でした。

ホテル阿蘇高森倶楽部の渡辺大さん

■

高森東中出身で、ホテル阿蘇高森倶楽部に勤務の佐野美枝さん(高尾野)も、

後輩たちにやさしく指導していました。
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樽の香りと新酒の味が最高
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■

目

夜なべ暖義の初日は、高森田楽村での「炭火と新酒のタベ」

風鎮太鼓が響きわたります。
高森駅前公園での鏡割り

■
目
日

1.水と緑と土の|こあい、いつぱいの住みよし』L■ご菫L

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課 〒8691602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 .lLL 09676-2-111l li｀ゝヽ 0,676-2-1174

(ジ ri幸 曇 森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。囲霊壼

PUBLIC INFORIMAT10N
野の花と風薫る郷から…

2002年 3月 5日 発行

―
―
―
■

―

■

―

一
Ｇ

臼

一″Ｆ

』

Ｊ

ヨ
■

ぜ
轟
一一麟
ｆ

』

―
■
１
１
１
コ

ll

一
　

　

．

豊
ヨP

」

■
‐‐』 ロ

ー
ー
襲
爆
通

〒
■麟疵

′

'″
トノ

ノ

臨
熙
■

t,|

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の

味
ま
つ
り
」
始
ま
る

^ヨ,■

華
儀

／

　

一

||

THE NEWSPAPER OF TAKAMORI TOWN

MARCH No.511

■
電



平
成
１３
年
度
花
き
品
評
会
が
、
昨
年
１０

月
に
熊
本
県
農
業
公
園
で
開
催
さ
れ
、
本

町
の
幸
野
亨
治
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
表

彰
を
、
足
立
秀
美
さ
ん
が
熊
本
県
花
き
品

評
会
長
賞

（銅
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
は
猛
暑
の
夏
と
な
り
、
夏
秋
の
花

き
栽
培
に
は
厳
し
い
環
境
条
件
で
し
た
が
、

品
評
会
に
は
、
ト
ル
コ
ギ
キ

ョ
ウ
を
は
じ

め
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
キ
ク

・
宿
根
カ
ス
ミ

ソ
ウ
な
ど
３
２
８
点
の
出
品
。　
一
次
審
査

で
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
も

の
に
つ
い

て
、
経
営
状
況
や
ほ
場
の
管
理
な
ど
に
つ

い
て
の
二
次
審
査
を
行
う
な
ど
、
厳
正
な

審
査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
２
月
８
日
に
グ
ラ
ン
メ
ッ

セ
熊
本
で
行
わ
れ
、
各
賞
の
表
彰
及
び
熊

本
県
花
き
園
芸
功
労
者
と
し
て
佐
藤
直
三

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
賞

幸
野
亨
治
さ
ん
と
真
由
美
さ
ん

（大
字
草
部
）

熊
本
県
花
き
品
評
会
長
賞
（銅
賞
）

足
立
秀
美
さ
ん
と
千
恵
美
さ
ん

（大
字
草
部
）

農林水産大臣賞を受賞
幸野亨治さん (大字草部 )

熊本県花き品評会

熊本県花 き園芸功労者表彰

佐藤直三さん (大字野尻)

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
１４
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
縦
覧
期
間
中
に
、
そ
れ
ぞ

れ
お
手
持
ち
の
資
料
と
、
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
の
照
合
・確
認
を
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間
　
３
月
１
日
～
３
月
２０
日

（土
曜
。
日
曜
を
除
く
）

■
場
所
　
高
森
町
役
場

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
高
森
中
央
出
張
所

○
草
部
出
張
所

○
野
尻
出
張
所

■
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
そ
の
他

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
縦
覧
し

て
く
だ
さ
い
。

役
場
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
６
３
）

も

し

も

し

健

康

情

報

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

３
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

幸
野
さ
ん
は
、
以
前
宿
根
カ
ス
ミ

ソ
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、市

場
で
の
需
要
が
高
い
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
に
品
目
を
転
換
。

６
月
か
ら
１１
月
の
出
荷
型
を
確
立

し
、連
作
障
害
回
避
の
た
め
に
メ
ロ

ン
と
の
輪
作
や
、自
家
製
堆
肥
の
使

用
、冷
房
設
備
の
導
入
に
よ
る
育
苗

等
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
し
い
農
業
形
態
に
も
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
高

く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

幸
野
さ
ん
は
、
過
去
に
も
農
業

コ

ン
ク
ー
ル
等
で
入
賞
し
た
実
績
が
あ

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
と
　
き

３
月
２３
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ

芙
蓉
館

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
３
月
２２
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

り
、
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
「熊
本

県
下
で
最
高
の
賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
受
賞
で
き
た
の
は
自
分
ひ

と
り
の
力
で
は
な
く
、
家
族
や
従

業
員
の
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
足
立
さ
ん
は
ス
タ
ー
チ

ス
・
シ
ヌ
ア
ー
タ
を
出
品
し
、
茎
が

硬
く
灰
色
か
び
病
の
発
生
も
な
く

優
れ
て
い
る
と
い
う
評
価
を
受
け

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
３
月
１５
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
３
月
１４
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

高
森

・
色
見
地
区

４
月
に
な
り
ま
す
が
日
程
等
は
未
定

で
す
。

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

３
月
１０
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

３
月
１７
日

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ツ
ク

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
０
３
０

３
月
２１
日

藤

本

医

院

ｕ
⑦
‐
ｏ
ｏ
２
ｏ

３
月
２４
日

平

田

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
２
１
６

３
月
３１
日

馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②
‐
０
６
４
６

４
月
７
日

立

野

病

院

Ｔｅｌ
③
‐
０
１
１
１

４
月
１４
日

中

村

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
３
３
３

４
月
２１
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

４
月
２８
日

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
３
７
８

■
月
　
耳
鳴
り
に
つ
い
て

■
火
　
初
め
て
の
夢
精
・精
通
現
象

■
水
　
健
康
的
に
や
せ
る
に
は

■
木
　
保
険
が
き
く
白
い
歯
と
は
？

■
金
　
繰
り
返
す
子
ど
も
の
腹
痛

■
土

ｏ
日
　
視
力
検
査
と
メ
ガ
ネ

合
わ
せ
は
違
う
の
？

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

５

ｏ

３

３

０

０

●   ●

●   ●

法
律
相
談

（無
料
）
　

心
配
ご

と
相
談
　
　
休

日‐‐‐

在

宅

医

2ずな甕量繋獲

昭和 56年、野尻地域に初めて花きを導入し、以

後花 き生産者のリーダーとして花 き栽培の推進や

生産技術の向上・販路拡大に取 り組激、高森町を

はじめ阿蘇地域の花 き振興に寄与された功績が認

められ今回の受賞となりました。
都合により変更 になる場合があります。

テ レホンサービスでお確 かめ ください。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

信目言舌 0967-34-0099

今度の温泉館休館日 3月 20日 (水)/4月 17日 (水 )

おめでた・お くやみ

2002.1月 受付分   敬称略

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 安方増也 甲斐幸弘
つよ 黒田啓介
<一般寄付> 武田喜久美他

■広報送料寄付

田上一生 (北九州市八幡西区)

白石健一 (直入郡萩町 )

(1月 末日現在 )

世帯数 2,615(-2)
男  3,721(-3)
女  4,019(-4)
総 数 7,740(-7)

人口の動 き

ず え な が <
お 幸 せ |こ

お くや み
も う しあ げ ます

1.23

善 黄 の 灯

大田黒竜之介ち

(

隕

女

男

女

男

男

女

女

渡邊は

相馬 聖愛ちゃん
(下町)12.20生
廣田 侑斗ちゃん
(中園) 12.22生

後藤 里菜ちゃん
(前原) 12.26生

白石 和馬ちゃん
(市野D   l. 3生

村 山 武 生

(斎藤)豊 美
山

市

＋
Ｕ。
本
森高
熊

あ りがとうございました

(敬称略)

徳
代

之
美

博
美

和
美

郎
美

次
貴

生
美

千
　
　
　
　
　
　
　
　
一
由

勝
実

富
切
工

昭
明

豊
恵

竜
真

真
美

武
豊

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

渡辺 栞凪ちゃん
(昭和)   1.10生

村山このみちゃん

(本寸山)  1.11生

(旭通) 1
ゃん

3生

死 亡 者 年齢
岩 |・  十文 73
1111」 重光 70
本||| カズ 86

谷川 ア
エ藤 日
本田 國
柴田スミ

甲斐シマ

渡邊 博

８‐

７５

５９

８３

７９

８４

キ

押

光

エ

エ

己

ホ ち ゃ
た ん じ よ

住 所
戸 狩
昭 和
洗 川
村 山
ナ||  ト

祭 場
上 在
多々野

旭 通

御 遺 族 続柄

岩下 和子  夫
中尾 弘子  夫
本田 隆清  母
梅香苑

工藤 知子  夫
本田 峰子  夫
柴田 秋男 母
甲斐 幸弘  母
渡邊はつよ 夫

お知 らせのページ

(2)(21)
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青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国
際

感
覚
豊
か
な
青
年
を
育
成
す
る
た

め
、様
々
な
国
際
交
流
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

平
成
１４
年
度
に
実
施
す
る
「国
際

青
年
育
成
交
流
」
「
日
中
、
日
韓
青
年

親
善
交
流
」
「世
界
青
年
の
船
」
「東

南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
に
参
加
す
る

青
年
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
３
月
Ｈ
日

（月
）
～

４
月
５
日

（金
）
ま
で

■
中
間
選
考
日
　
４
月
１２
日

（金
）

■
応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

熊
本
県
県
民
生
活
総
室
青
少
年
係

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

３

・

１

１

１

１

山
火
事
発
生
の
多
発
す
る
時
期
が

や
っ
て
き
ま
す
。
皆
様
の
大
切
な
財

産
で
あ
る
森
林
を
守
る
た
め
、森
林

国
営
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
保
険
は
林
野
庁
を
保
険
者
と

し
て
、
水
害

・
風
害

・
干
害

・
凍
害

な
ど
の
気
象
災
や
火
災
に
よ
る
損
失

を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
て
、
不

測
の
災
害
に
備
え
ま
し
よ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

６

２

●

３

２

９

１

又
は
最
寄
り
の
森
林
組
合
の
窓
回

精
神
障
害
者
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

で
、次
の
業
務
に
つ
い
て
は
市
町
村

が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

１
、
通
院
医
療
費
公
費
負
担
の
申
請

精
神
障
害
で
通
院
中
の
方
が
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
と
、
通
院
医
療
費

の
自
己
負
担
が
５
％
で
す
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。

２
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

申
請こ
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、税
の
免
除
措
置
や
２
級
以

上
に
該
当
す
る
方
が
生
活
保
護
の
場

合
は
障
害
者
加
算
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
１
級
の
方
は
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
※
１
、
２
の
申
請
手
続
き
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
家
族
や
医
療
期
間
の
職

員
が
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
、
居
宅
生
活
支
援
事
業

（グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
・ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

の
利
用
や
相
談

■
お
問

い
合
わ
せ
は

保
健
福
祉
課
　
福
祉
係

つ

こ

（内
線
１
２
１
・１
２
２
）

ヽ ヽ
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地
域
農
業
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
農
業
経
営
や
農
家
生
活
の
向
上

に
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
方
と
し
て
、

県
知
事
が
農
業
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
認
定
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
１
９
２
人
、
阿
蘇
郡
内

で
２１
人
の
農
業
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
現
在
認
定
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
農
村
女
性
の
積
極
的
な
経
営
参
画
、

社
会
参
画
の
推
進

②
家
族
経
営
協
定
の
推
進

③
女
性
農
業
者
の
営
農
相
談

④
地
域
農
業
振
興
の
た
め
の
研
修
会

及
び
視
察
等
の
参
加
等

本
町
で
は
、
吉
良
山
美
津
子
さ
ん

と
谷
川
て
る
み
さ
ん
の
２
人
が
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
相

談
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

私たちにご相談ください

農業女性アドバイザー

本町の農業女性ア

森
林
国
営
保
険
　
　
　
　
　
　
　
精
神
障
害
者
の
方
へ
の
サ
ー

加
入
の
ご
案
内
　
　
　
ビ
ス
窓
□
が
変
わ
り
ま
す

Ｉ

ヽ

一

（

●   ●

●●

谷川てるみ さん (大字高森 )

経営内容

水稲 200ア ール・トマト40ア ール

平成 10年 4月 農業女性アドバイザー認定

■農業の魅力…

自分たちで働いた分だけ収入も多くなるのが

魅力。農閑期には旅行をしたり、友人たちと集

まって楽しんでいます。

■農業女性ア ドバイザーになって…

会議や研修会等に出席して、家を空ける

ことが多いけど家族のみんなが協力してく

れるのでとても感謝しています。

女性農業者が研修会や会合に出てくる機

会が少ないように思いますので、気軽に参

加できるような体制をつくっていきたいと

思います。また、女性アドバイザーを通じ

ていろいろな人との出会いを大切にしてい

きたいと思います。

・
吉良 山美津 子 さん (大字河原 )

経営内容

キャベツ300ア ール・馬鈴薯 130ア ール・

飼料作物 100ア ール・繁殖牛 18頭

平成 7年 4月 農業女性ア ドバイザー認定

■農業の魅力…

農繁期には、朝 5時か弓仕事を始めたりし

ますが、精魂込めて育てた作物を自分で収

穫できる喜びは、他では味わうことができ

ません。

■農業女性ア ドバイザーになって…

まだまだ農村には遅れている部分がたくさ

んあるので、若い人たちの意見を聞きなが

ら、活気のある地域・やりがいのある農業を

めざして一緒にやっていきたいと思います。

最近ではBSE(牛海綿状脳症)を はじめ、農
業を取り巻く情勢はますます厳しくなっていま

すが、気持ちだけは強く持ってやっていきたい

と思います。

でま土寸
民
υ

ら坊
″
土
寸

Ｏ
υ間

二
十
）
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肝

金兵
Ｊ

／

／

／
仕

口月
民
Ｊ
９
ん
／

／

つ
じ金民

Ｊ

／
／
つ
じ日ム■

■
支の場役

NHKラ ジオ第一放送
南阿蘇中継局が開局 します

N II K南阿蘇ラジオ中継局が開局し、美

しい計質の放送をお届けすることができる

ようになります。

開 局 日 :平成 14年 3月 25日 (予定)
周 波 数 :1026キ ロヘルツ
送信場所 :白水村両併

ラジオ第一放送では、ニュース・生活情報

を中心 に、多様な情報 をきめ細か く放送 し

ています。皆様がお使いのラジオを南阿蘇

中継局の周波数に合わせるだけで、NHK
ラジオ第 ^放送をお楽 しないただけます。

・

■お問い合 わせは

NHK熊 本放送局受信技術
TEL 096-326-8217

「熊本菓子博 2002』
第 1期前売券  好評発 売 中 !

日本全国のお某子が一堂に結集する、4年に ・度

のおいしくて楽しいお菓子の祭典「第24回 全国菓子

人博覧会九州 in熊本」が、11月 1日 ～ 18日 までグ

ランメッセ熊本と熊本城で開催されます。

第 1期 前売券は当 [1券 より400円お得ですので、

お早めにお買い求めください。

第 1期 前売券 (3月 31日 まで)

大人 1,400円  高校生 1,000円  小中学生 500円
販売箇所

全国のローソン、ファミリーマート、チケットピア、

熊本県内プレイガイド、菓子博の「のぼり」のある

菓子店など

■ お問 い合 わせ は

くまもと菓子博2002実行委員会事務局

TEL 096-213-8900

ヽ

阿蘇カルデラスーパーマラソン大会
参加者募集

■開催日 平成 14年 5月 25H(■ )
100kmの 部・・・午前5時スター ト

50kmの 部…午前 11時 スター ト

■場 所 ○スタート
100kmの部…長陽村福祉温泉センター

「ウイナス」

50kmの 部…波野村役場前

○ゴールは共に「阿蘇町総合センター」

■参加費 100kmの 部…13,000円

50kmの部…10,000円

■参加資格 大会当日18歳以上で健康な方
■募集締切 平成 14年 4月 15日 (月 )必着

■問い合わせ及び募集要項請求は

阿蘇広域行政事務組合 企画係
TEL 0967-34-2061

(3) (20)

お知 らせのページ
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赤い羽根共同募金
`〆 ψ

′

円
皆様の善意
本町で

個別募金 110651850円

法人募金 5071087円

職域募金 183,610円

学校募金 68,920円

街頭募金 112,601円

大国募金 2671800円

卓上募金 148,085円

△
口

曇上
面 l 2,3541953円

藝

●   ●

●   ●

皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
、
熊
本
県
共

同
募
金
会
を
通
じ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
福
祉

施
設
整
備
費
な
ど
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
在
宅
福
祉
の
充
実
、
地
域
福
祉

の
推
進
等
の

一
部
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

運
動
期
間
中
は
、
各
校
区
婦
人
会
や
駐
在
嘱
託

員

・
組
長
、
高
森
中

・
高
森
高
校

・
高
森
寮
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
の
皆
様
よ
り

共
同
募
金
会
に
ご
協
力
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
年
間
を
通

じ
て
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ダイヤ改正の期日 3月 23日 (土 )
※ 9011・ 9019・ 9010。 9016列車は トロッコ列車
※8016列車は トロッコ列車が運転しない日に運転

※ 2・ 3・ 5列車は土曜 。日曜・祝日及び 12月 31日 ～ 1月 2日 運休列

車
※ 8005列車は土曜 。日曜・祝日及び 12月 31日 ～ 1月 2日 運転列車
※レ印は停車しません

(19)

★大口募金内訳 (順不同・敬称略 )

二子石鉄幸、グラウンド・ゴルフ協会、民生・児童委員

協議会、ボランティア協会、単位老人クラブ会員

☆卓上募金箱内訳 (順不同・敬称略 )

アージュ、オパール、マニッシュ、ヘアークラブ・イ

ワシタ、髪髪ハウス・サ トウ、居酒屋なかはら、ニュー

ちどり、やきとり山ちゃん、外輪苑、ブルーグラス、山

見茶屋、だいこんや、らくだ山、高森困楽の

里、高森田楽村、炭焼地鶏回楽さえき屋、四

季見茶屋、高森田楽保存会、高森郵便局、色

見郵便局、車部郵便局、津留郵便局、役場中

央出張所、芙蓉館、朋遊館、福祉バス感謝箱、

JA高森中央支所、JA車部南部支所、JA
野尻中央支所、阿蘇郡森林組合高森支所、肥後銀行高

森支店、熊本県信用組合高森支所、高森駅、森の風 C

AN、 湧水館、観光協会、休暇村南阿蘇、とろろ亭、月

廻り地鶏田楽、月廻りそば屋、たかもり花高原、シヨッ

ピングセンターアスカ、ホームセンターサンコー、谷

川靴店、ミー トショップ宮本、山村酒造、二子石酒店、

ほっかほっか亭、A&S、 デイリーヤマザキ、ハロー
ズ、本下商店、しかた、九福、はなしのぶベーカリー、

ツツミ薬局、桐原薬局・アスカ店、新えびす堂、武田

松香園茶舗、び―ぷらす、王来軒、高森温泉館、福祉

民芸品店、本郷滝自然つリセンター、うま屋、榎屋、

奥阿蘇物産館、高森ゴルフ倶楽部、割烹みつい、なべ

や、中村薬局、南阿蘇調剤薬局、亀のパン・ナガタ、

菜の花万十店、四季彩、鹿兎館、桐原写真館、田代ス

ポーツ、ベンションくリーむはうす、ペン

ションばあどこ―る、ペンション山林合、ペ

、、
ンションフラワーガーデン、ペンションマチ

tiス 、根子岳山荘、ネコックス、ペンション森
のレンガ館、ペンションキャメリオ、ペン

ションコットン倶楽部、ヒーリング・カフェ、

タイム、阿蘇丸漬本舗、井村歯科、大塚歯科、片山歯

科、オリオン美容室、ガーデンINNブ ルーベル、花
門、クロネコヤマ ト、デンキのカイ、南郷谷整形外科

医院、花のいしざか、平田医院、東医院、馬原内科医

院、山村田楽、喜神、福永カメラ、おでん屋、慶恩、

風の庄

さ キ

(4)

スポーツ安全保険に加入しましょう
2002年度のスポーツ安全保険が 3月 より加入受付開始 !

子供会や運動クラブなど5入以上の団体であれば加入できます。
加入して万一のけがや賠償責任に備えましょう。

心臓マヒなどの突然死に対 しては見舞金が支払われます。

問い合わせは、スポーツ安全協会熊本県支部 TEL 096-388-1581

区  分 推卜 金
(1人年額)

対 象 範 囲
傷 害 保 険 賠償責任保険

(補償限度額)
共済見舞金

死  亡 後遺障害 入 院 通 院

A

中学生以下のグループ
成人の文化活動
ボランティア活動
地域活動

450円
団体活動中と往復途中

(学校管理下を除く)
2,000万円

最高
3,000万円

1日 につき
4,000円

1日 につ

1,5001

|き

円

身体賠償 1人  1億円
1事故 5億円

財物賠償    500万 円
免責(自己負担)各 1000円

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

140万円

AW
子ども
ワイド

中学生以下のグループ 1,000円

団体活動中と往復途中

(学校管理下を除く)
2,100万円 3,150万 円 5,000円 2,000円

身体賠償 1人  1億 500万円
1事故5億 500万円

財物賠償     1,000万 円
免責(自己負担)   各1000円

上記以外の
個人活動中等
(学校管理下を除く)

100万 円 150万円 1,000円 500円

身体 1人・1事故
財物賠償
免責(自己負担)

500万円
500万円
各1000円

対 象夕|

B

・高齢者のグループ

(団体員がおおむね60歳以
上の人により構成されて
いるスポーツ団体)

800円

|」体活動中と往復途中

(学校管理下を除く)

500万円 750万円 1,800円 1,000円

身体賠償 1人  1億円
l事故 5億円

財物賠償    500万 円
免責(自己負担)各 1000円

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

140万円

C

・成人のスポーツ

(高校生以上の生徒 .学生
あるいは社会人により構成
された団体)※ Dを除く

1,400円 2,000万円 3,000万 円 4,000円 1,500円

D
・山岳登はん等危険度の高
いスポーッ

9,000 FII 500万 円 750万円 1,8001可 1,000円

区分・
(加入区分ごとに 5人以上でご加入 ください )

10月 1日～12月 31日

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

上 り、立野行

列車番号 9310 10 12 14 9016 8016 16 18

"
2 24

“

郎

高  森 5:45 6:23 7:42 9104 9:40 10:28 12:06 13:04 13:“ 13:36 14:47 17:24 18:11 18:57 19:“ 20:56

見 晴 台 5:47 6:25 7:44 9106 レ 10:30 12:09 13:06 レ レ 14:49 16:15 17:26 18:13 18:59 19:46 20158

阿蘇白川 5:51 6:29 7:48 9:10 9:52 10:34 12112 13:10 13:47 13:47 14:53 16:19 17:30 18:17 19:03 19:50 21:01

中  松 5:55 6:33 7:52 9:14 10:02 10:38 12:17 13:15 13:57 13:57 14:57 17:34 18:21 19108 19:54 21:05

白水高原 5:58 6:36 7:55 9:17 10:07 10:40 12:乏Ю 13:18 14:02 14:02 15:00 16:26 17:37 18:2 ‖9111 19157 21:08

阿蘇下田 6:00 6:38 7:58 9119 10:12 10:43 12:23 13:21 14:07 14:07 15:(2 16:29 17:39 18:26 19:13 19:59 21:11

加  勢 6:03 6:41 8:01 9:22 10:17 10:46 12:25 13:23 14:12 14:12 15:05 16:31 17:42 18:29 19:16 2):02 21:13

長  陽 6:05 6:43 8:03 9:24 10:21 10:48 12:27 13:25 14:16 14:16 15:07 16:33 17:44 18:31 19:17 2):04 21:15

立  野 6:11 6:49 8:09 9:30 10:35 10:54 12:33 13:31 14:∞ 14:22 15:13 16:39 17:50 18:37 19:23 20:10 21:21

“
ロロロロロ

囲
ν

16:13

16:23
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ご麟力ありがと機ございました

● ●

●   ●

★職域募金内訳 (順不同・敬称略 )

高森寮、議会議員一同、役場職員一同、梅香苑・地域

型在宅介護支援センター、社会福祉協議会・ホームヘ

ルパー・基幹型在宅介護支援センター

★法人募金 内訳 (順不 同・ 敬称略 )

篠田商店、高森ス トーク、白石牛乳、藤本組、豊前屋

本店、山見茶屋、アルファテック、福永測量設計、今

村自動車、高森総合建材、石原建設、高森モータース、

塚本商店、野脇商店、なべや、中村薬局、桐原薬局、

大塚商店、福永カメラ、桐原写真館、豊後屋商店、田

代スポーツ、木下商店、しかた、高森石油、新えびす

堂、大塚牧場、熊本県信用組合高森支店、JA高森中
央支所、井村歯科、阿蘇郡森林組合高森支所、シヨッ

ピングセンターアスカ、大塚歯

科、高森町商工会、南阿蘇鉄道、

南阿蘇調剤薬局、高森保育園、東

医院、平田医院、南郷谷整形外

科医院、ツツミ薬局、飯塚モー

タース、高森幼稚園、藤本モー

町民体育館で開かれた「スマイルフェスタinたかもり」では、
た<さんの募金にご協力いただきました。

皆さまのご協力本当にありがとうございました。

タース、篠開モータース、ホンダ自動車、小林商店、

武田松香園茶舗、菜の花万十店、ミートショップ宮本、

A&S、 申村企業、山村酒造、高森タクシー、九電工
南阿蘇営業所、阿蘇九漬本舗、高森田楽保存会、たか

もり花高原、休暇村南阿蘇、高森田楽の里、らくだ山、

ブルーグラス、馬原内科医院、高森タイヤ、高森温泉

館、だいこんや、村上養魚場、本郷滝自然つ リセン

ター、川部養魚場、佐藤建設、大栄興業丸た製材、甲

斐興業、森本青果食品、野尻モータース、古澤建設、

後藤樹木園、奥阿蘇物産館、高森田楽村、陵甲化工阿

蘇工場、南阿蘇畜協、早川製作所、青山製作所、亀の

パン・ナガタ、花のいしざか、九福、炭焼地鶏田楽さ

えき屋、池田建設、片山歯科、デイリーヤマザキ、高

森ガス、阿蘇測量設計、秋山写真館、阿蘇通運、飯十

製材所、津留住建、ひゆがや、大阿蘇造園、クボタ

★学校募金内訳 (順不同 )

高森高等学校、車部中学校、高森東中学校、高森

中学校、高森東小学校、車部南部小学校、色見小

学校、上色見小学校、高森小学校

〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大 町役場企画観光課 広報たかもり担当 岩下 徹

す 転 も い 時

2168

|

雨」」面≡,1週 函リグイヤ三;1王り」tl」う」
し

九
州
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（Ｊ
Ｒ
九
州
）

は
、
九
州
内
全
線
で

春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を

行
い
ま
す
の
で
、
豊

肥
本
線
も
そ
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

こ
の
豊
肥
本
線
の

．刻
改
正
に
と
も
な

、
南
阿
蘇
鉄
道
で

一
部
の
列
車
の
運

時
間
が
変
わ
り
ま

ま
た
、
こ
の
時
刻

改
正
で
発
車
時
刻
が

早
く
な
る
列
車
や
遅

く
な
る
列
車
が
あ
り

ま
す
。
・

産
交
バ
ス
も
列
車

時
刻
接
続

の
た
め
、

洗

川
線

（
前

原
経

由
）
。長
陽
線

（久
木

野
経
由
）
・
垂
玉
線

・

河
内
線
な
ど
の
時
刻

を
変
更
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、

列
車

の
時
刻
と

と
も
に
バ
ス
利

用
の
お
客
様
も

ご
注
意
く
だ
さ

移
動
献
血
車
が
や

っ
て
き

ま
す
あ
な
た
の
善
意
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い

■ と き 3月 28日 (木曜 日)
9時から11時30分 まで

12時 30分から16時 まで

■ところ 林業総合センター

〓

　

”

緞場庁舎ta?― 卜つラつ―も害贈
役場庁合に、大字色見の田中雅子さんから手作り

のアートフラワーを寄贈されました。

田中さんは、熊本市内で30年以上アートフラワー

教室を開かれていた実績があり、今回贈られた花も

大変すばらしく、庁舎内の雰囲気を明るくするのに

一役買っています。

田中さんは、初心者の方を対象とした教室を、4月

田中さんの作品 (教室ではコサージュをつくる予定 )

高森町色見 94-1

ライオンズビレッジ

田中雅子

TEL 096-366-2644

から高森でも開講さ

れます。受講をご希

望の方は直接お問い

合わせください。

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
３
０
０
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

、
本
年
度
は
約
９
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
（寄
付
い
た
だ
い
た
方

は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送

の
場
合
、

ｌ
ヶ
月
に
１
４
０
円
か
か
り

ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（

林
な
ど
）
や
、
９０
円
以

少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

たかもり出身の皆 広報たかもり か

下

■
転
居
の
と
き
は

い
て
い
ま
す
。

下 り、高森行

列車番号 ∞05 11 9〔)11 13 15 17 19 9019 21 23 あ 27 29

立  野 6:15 7:30 7:11 8:20 9:41 11:()8 11:43 12:57 13:39 14:39 15:32 15:50 18:02 18:50 19:34 Z〕 :22 21:27

長  陽 6:22 7:37 7:18 8:27 9:48 11:15 11:58 13:04 13:46 14:46 15:" 16:05 16:55 18:09 18:57 19:41 2):29 21:34

加  勢 6:24 7:40 7:20 8:29 9:50 11:18 レ 13:06 13:48 14:48 15:41 レ 16:57 18:11 18159 19:43 20:31 21:36

阿蘇下田 6:26 7:43 7:22 8:32 9:53 11:20 12:06 13罰 14:51 16:12 17:(Ю 18:14 19:02 19:46 20:33 21:38

白水高原 6:29 7:46 7:25 8:35 9:56 11 :乏とZI 12:12 13:12 13:53 14:54 15:47 16:18 17:03 18:17 19:05 19:49 2):〔Ю 21:41

中  松 6:33 7:52 7:28 8:38 10:01 11:27 12:18 13:15 13:56 14:57 15:50 16:23 17:06 18:21 19:08 19:54 20:40 21:45

阿蘇白川 6:37 7:56 7:33 8:43 10:06 11:32 12:27 13:乏Ю 14:01 15:02 15:55 16:33 17:11 18:25 19:13 19:59 2):44 21:49

見 晴 台 6:41 8:(Ю 7:37 8:47 10:10 11:36 レ 13:24 14:05 15:06 15:59 レ 17:15 18:∞ 19:17 2):03 20:48 21:54

高  森 6:45 8:04 7:40 8:51 10:14 11:40 12:41 13:27 14:09 15:10 16:03 16:45 17:19 18:33 19:20 2)iC6 20:52 21:57

(5) (18)
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配
食
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

会

員
募
集

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
の

一
人

（又
は
二
人
）
暮
ら

し
で
、
認
定
を
受
け
ら
れ
た
世
帯

を
対
象
に
、
夕
食
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
週
３
回

（月

・
水

・
金
）
行

っ

て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
お

弁
当
が
届
け
ら
れ
る
の
を
毎
回
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
、
現
在
町
内

全
域
で
５５
食
分
を
３
班
で
配
食
し

て
い
ま
す
。

お
弁
当

の
配
食
は
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
の
６
人
の
方
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
町
内
全
域
週
３
回

の
配
食
と
な
る
と
負
担
が
か
か
る

の
で
、
利
用
者
宅

へ
配
食
に
協
力

で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
配
食
日
　
毎
週
月

。
水

・
金

（
い
ず
れ
か
１
日
で
も
可
）

■
時
　
間
　
午
後
３
時
～
５
時

■
普
通
自
動
車
免
許
が
必
要
で
す
。

■
配
食
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
車

を
使

い
ま
す

■
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

登
録
ご
希
望
の
方
は

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ＴＥＬ
２
・
２
１
５
８

舶食物調等舶λ業者の皆されも

館食へ招待

珈
‐

Ｒ
一軒，
　
艤
灌

鶴

罐

●   ●

●   ●

１
月
２４
日
、
「全
国
学
校
給
食
週

間
」
に
ち
な
み
、
高
森
小
学
校
で
給

食
材
料
等
の
納
入
業
者
の
皆
さ
ん
を

招
待
し
て
給
食
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な

っ

て
い
る
納
入
業
者
の
皆
さ
ん
に
、
学

校
給
食
の
雰
囲
気
や
味
を
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で

す
。１
年
２
組
の
教
室
で
は
、
中
川
本

店
の
中
川
そ
よ
子
さ
ん
（上
町
）
と
、

中
川
精
肉
店
の
中
川
愛
江
さ
ん
（横

町
）
が
、
児
童
と

一
緒
に
懐
か
し
い

給
食
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

招
待
さ
れ
た
二
人
は
い
ず
れ
も
お

肉
屋
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
児
童
か

ら
「
（Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
つ
い
て
）
牛
肉
は
大

丈
夫
で
す
か
？
」
の
質
問
が
あ
り
、

「検
査
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
牛
肉

は
大
文
夫
で
す
よ
」
と
二
人
の
中
川

さ
ん
は
答
え
て
い
ま
し
た
。

月巴

後

　

狂

　

句

　

　

　

睦
月

色
吸
鏡
　
矩
事
も
か
け
ら
す
始
ネ
式

眠
り
か
ぶ
っ
て
　
歳
春
（減
額
す
る
が
え
え

の
さ
ん
ね

ェ
　

猫
撫
で
声
で
貸
せ
て
云
う

あ

ヽ
温
さ
　
号
が
手
編
み
の
カ
ー
デ
ガ

ン

出
来
過
ぎ
　
お
前
の
ど
こ
に
惚
薇
た
ろ
か

色
眼
鏡
　
は
ず
す
と
残
る
幼
な
顔

と
ど
の
つ
ま
り
　
仄
色
の
ま
ま
霧
の
中

の
さ
ん
ね

ェ
　

一
杯
ァ
の
ビ
ク
几
せ
な
は
る

今
日
は
イ
ブ
　
施
設
じ
ゃ
慰
閂
待

っ
と
ろ
う

眠
り
か
ぶ
っ
て
　
夜
警
に
な

っ
と
ら
ん
夜
笙
・●

色
吸
鏡
　
ま
と
も
に
娑
姜
が
見
ら
薇
ん
か

出
来
過
ぎ
　
末
頼
母
し
い
初
升
台

初ヽ
春
の
れ
母
沐
竜
を
走
破
す
る

散
サ
道
上
子
に
こ
っ
そ
り
落
の
喜

一
燈
を
小
雪
に
対
し
村
菓
λ

る

万
物
を
皆
ミ
ぎ
り
て
風
花
舞
う

嬰
子
の
か
す
か
な
寝
息
春
た
建

根
子
と
ね
母
久
体

一
三
雪
の
景

）獨
は
内
鬼
は
外
よ
と
孫
電
話

う
た
た
寝
の
手
に
つ
き
た
る
猫
の
恋

利用者の皆さんに喜んでもらえるのが何よりです 梅香苑でお弁当一式を車に積み込み配食へ出発

宥ト

POETRyPAGE

（阿
蘇
御
神
大
会
）

（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

松
野
　
笑
声

口
上
黙
公
子

後
藤
　
信
子

馬
源
　
馬
笑

相
源
　
台
酔

沐
　
　
不
恙

日
本
　
ふ
司

颯

口
　
誅
価

沐

口
　
一
声

渡
辺
　
雲
海

佐
藤
　
菫
信

浦
塚
　
南
夭

本

口
　

初ヽ
雄

森
　
　
政
隆

後
藤
　
法
籠

本

口
　
訓
子

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
工
六

鶴
沐
　
　
巧

岩
下
　
京ヽ
子

・つ
し

てぢ
・の
っ
。

レヤ

レ
′イ

に

〈
ア
ロ
は

口斗
の
Ｂ
、

C).0

〆
．

か
ら

と

つた

―

ｎ
〉
こ

似
て
６

・○
∩
）ツ

耳コ
レ
ね

Z

ｎ
）月
ｎ
》
８
の
（３
・蒔
）の

1(｀

し`
すヽ
3

み
余
った
・

の^′

´

||(

使用済みテレホンカードが
1650枚集まりました

これだけたくさん集まるとボランティアの

やりがいがあります

高
森
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
使
用
済
み

の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
回
収
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

回
収
箱
は
、
役
場

。
社
会
福
祉
協
議
会

・

高
森
高
校
の
３
カ
所
に
設
置
し
て
お
り
、
約

１
年
半
の
間
に
１
６
５
０
枚
も
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
カ
ー
ド
は
、
熊
本
市
の
障
害
者
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
熊
本
に
送
り
、
障
害
者
の

「自
立
の
家
」

建
設
の
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
森
町
手
話
サ
ー
ク
ル

代
表

後
藤
麗
子

ボランティアの講演会開催

昨
年
Ｈ
月
１７
日

（土
）
草
部
中
学
校
体

育
館
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講

演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
に
は
草
部
中
学
校
生
徒
・教
職
員
と
、

地
元
の
婦
人
会
、
民
生

・
児
童
委
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
、　
一
般
の
方
々
な
ど
約
９０

名
が
参
加
。
熊
本
市
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
長
の
松
岡
進
吾
先
生
か
ら
、

「ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
基
礎
知
識
と
心
構
え
～

地
域
で
光
り
輝
こ
う
～
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る

方
も
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　

Ｌ
２

・
２
１
５
８
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公正でわかりやすい、開

情報公開制度がスタート

平
成
１４
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
こ
の
制
度

は
、
町
の
保
有
す
る
情
報
を
公
開
し
、
町
政
に
関

す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
「知
る
権
利
」
を
保
障
し

て
い
ま
す
。

情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
誰
も

が
参
加
で
き
る
行
政
が
よ
り

一
層
推
進
さ
れ
、

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
と
信
頼
が
深
ま

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な

っ
て
町
政
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

開
示
し
な
い

情報の非開示

異議があるときは
「不服申し立て」をします。

開示請求書を提出します。

14日 以内に情報を「開示する」か
「開示しない」かを決定

審査を依頼

情報審査結果を報告

町長が指定する日時及び場所

(通知書に記載)において情報を開示。

■
一■
●

―□て卑.高 士 才 A 六 1ま ιlき ιl! 匡璽コ

１
月
２３
日
、
高
森
保
育
園

（社
会
福
祉
法
人
み

ど
り
福
祉
会
）
で
、　
一
日
保
育
者
運
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
園
外
の
方
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

一
日
保
育
士
と
な
っ
た
皆
さ
ん
は
、
は
じ
め
の

う
ち
は
少
々
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
、
細
か
な
部
分
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、

ま
さ
し
く
童
心
に
返

っ
て
子
ど
も
た
ち
と
の

「
ふ

れ
あ
い
」
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
、
「○
○
先
生
」
と
す
ぐ
に
馴
れ

親
し
み
、
歌
や
紙
芝
居
、
か
け

っ
こ
な
ど
皆
さ
ん

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
し
た
。
張
り
切
り
す
ぎ
た
先
生

た
ち
は
翌
日
は
ち
ょ
つ
ぴ
り
体
が
辛
か

っ
た
と

自
分
た
ち
で
作
っ
た

そ
ば
の
喘
は
最
高
―

楽
し
い
収
穫
祭

高
森
東
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
、

２
月
１６
日
同
校
体
育
館
で
、
そ
ば
打

ち
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
創
意
の
時
間
を
利
用
し

て
、
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
自

分
た
ち
の
手
で
行

っ
た
も
の
を
利
用

し
て
の
収
穫
祭
で
す
。
今
年
は
台
風

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
、
そ

ば
粉
約
５０
ｋｇ
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。

収
穫
祭
で
は
、
８
人
の
地
元
そ
ば

打
ち
名
人

（児
童
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
）
の
手
ほ
ど
き
で
、
お
母
さ
ん

た
ち
も
児
童
た
ち
と

一
緒
に
そ
ば
打

ち
を
体
験
し
ま
し
た
。

植
え
付
け
や
収
穫
で
農
業
を
体
験

し
、
し
し
肉
入
り
の
肉
そ
ば
の
味
は

最
高
で
、
４
杯
も
食
べ
た
児
童
が
い

た
よ
う
で
す
。

ス
″
。
‘

●   ●

●   ●

不服申し立て書を

提出します。

開
示
し
な
い

審査会の報告をもとに再度開示
するか。しないかを決定します。

開示。

町長が指定する日時及び場所

(通知書に記載)において情報を
用語の解説

請求者

情報の公開を求める人

実施機関

町長・教育委員会・選挙管理委員会・

監査委員・農業委員会・固定資産評価審

査委員会・議会

情報

実施機関の職員が、職務上作成し、又

は取得した文書・図面・図画・写真・フイ

ルム・磁気テープ等であって、決表
't又

は

回覧その他の手続きが終了し実施機関

が管理しているもの。

開示

実施機関が情報を閲覧や視聴、又は

情報の写しを交付すること

情報公開審査会

地方自治法に関し識見を持つ 5入以

内でつくられた会のこと。

委員は町長が任命し、任期は 2年で

す。情報公開において、関係者から「不

服申し立て」があった場合、当該事項に

ついての審査をします。委員は、在職中

も退任後も、職務上知り得た情報を漏

らしてはなりません。

(16)
/ヮヽ
イヽノ

開
示
す
る

E≡ヨ

Eヨ

★情報の開示を請求できる人

誰でもできます。

☆開示請求できる情報

平成 14年 4月 1日 以降に作

成又は取得 した文書・図面及び

電磁的記録であって、実施機関

が保有しているもの。

※平成13年度以前に作成、又は

取得 した行政文書についても、

整理が完了している行政文書に

ついては開示に務めるものとし

ます。

★開示しないことができる文書

①法令などの規定により開示
できない情報

②個人に関する情報

③法人等に関する情報

④公共の安全に支障を及ぼす

恐れのある情報
IЭ町の機関と他の地方公共団

体などの機関との間におけ

る意思形成過程の情報

⑥立ち入り。検査・予定価格

採点基準など、開示するこ

とによって当該事務の円滑

な実施を困難にする恐れが

あるもの

開
示
す
る

.:嬌11.
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清拭の効用

①皮膚を清潔にし、生理機能を高める。

②全身の観察ができる。

③マッサージ効果がある。

④高齢者とのコミュニケーションの機会になる。

⑤四肢を動かすことで運動効果も期待できる。

部分清拭で体をきれいに

全身を拭く「全身清拭」は、介護者も大変ですが、お

年寄 りにとってもかえって疲れてしまうなど、体に負

担をかけてしまうことがあります。そんなときは部分

的に拭 く「部分清拭」をするといいでしょう。

体の汚れが少ないときや病気の後など、お年寄りの

体力が落ちているときは部分清拭をして、2日 間程度

で全身を拭けるように配慮します。一日中寝ている場

合は、背中が圧迫されて床ずれができやすいので、で

きれば背中は毎日清拭するようにしましょう。

また、寝たきりのお年寄りを家庭で入浴させるのは

人手が必要です。毎日の入浴が難しいようなら、入浴

と清拭をうまく組み合わせて体の清潔を保つようにし

ましょう。

清拭のポイン ト

①室内を暖めておく。

②10～ 14時 くらいの暖かい時間に行う。

③空腹時や食後は避ける。

④裸の体をなるべく露出させない。

⑤疲れさせないよう手早く行う。

⑥話をしながら行う。

C)着替えの服を準備しておく。

お年寄りにとって、入浴は大きな楽しみですが、体調が優れないときは、おふ

ろやシャワーを控えなければなりません。そんな場合には、タオルでお年寄りの
ふ    せいしき

体を拭く「清拭」によって清潔を保ちます。

r
ん

fr,つ

需
要
拡
大
に
貢
献

ひ
め
ゆ
り
の
里
「朋
遊
館
」
が
、熊

本
県
木
材
事
業
協
同
組
合
連
合
会
主

催
の
木
材
利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
連
合
会
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。コ
ン
ク
ー
ル
は
、
木
材
利
用
の
必

要
性
を
理
解
し
木
材
の
需
要
拡
大
を

図
る
こ
と
を
ね
ら

つ
て
開
催
さ
れ
、

県
内
で
６
つ
の
施
設
が
選
ば
れ
ま
し

た
。朋
遊
館
は
、高
原
森
林
文
化
村
構

想
の
拠
点
施
設
と
し
て
平
成
Ｈ
年
Ｈ

月
に
完
成
。
町
内
の
杉
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使

っ
た
在
来
軸
組
工
法
で
、
高

齢
者
や
身
体
障
害
者
等
に
や
さ
し

木
材
利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

ク

●   ●

●   ●

森の中をイメージさせる柱

く
、森
に
支
え
ら
れ
た
く
ら
し
や
文

化
を
表
現
。
特
に
ホ
ー
ル
や
サ
ロ
ン

に
た
つ
太
い
柱
は
、
方
杖
が
四
方
に

伸
び
森
の
中
の
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４５
畳
の
交
流
室
の
他
に
、
温
泉
施

一

設
や
役
場
の
野
尻
出
張
所
等
を
併
設

し
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

´
”

本材でできた賞状

コミュニテイ助成 (宝くじ助成)事業で朋遊館周辺を緑化整備

様々な地域活動に対して、宝くじの益金から助成する「コミュニティ助成事業」があります。

平成13年度コミュニテイ助成 (緑化推進コミュニテイ助成)事業として、朋遊館周辺の緑化事業が採択され、野

尻地区活性化委員会 (加来渡会長)の活動の一環として整備されました。今後、今回の事業を基に「みんなの森」と

して、地域活動の拠点、地域住民の憩いの場として整備が進められることでしょう。

現  行 改 正 後

定 額 制 の 診 療 所 800円 (月 4回 まで ) 850円 (月 4回 まで )

定率制の診療所
又は 200床未満の病院

上限 3,000円 /月
(医療機関1,500円 薬局1,500円 )

上限 3,200円 /月
(医療機関1,600円 薬局1,600円 )

200床 以 上 の 病 院
上限 5,000円 /月

(医療機関2,500円 薬局2,500円 )
上限 5,300円 /月

(医療機関2,650円  薬局2,650円 )

定額制の

訪問看護ステーション
600円 (月 5回 まで ) 640円 (月 5回 まで)

定率制の

訪問看護ステーション
上限 3,000円 /月 上限 3,200円 /月

※ ( )内 は院外処方が行 われた場合

老
人
医
療
０
外
栞

¨
部

負
担
婁
が
変
わ
り
ま
す

（平
成
１４
年
４
月
１
日
～
）

(15) (8)

朋
遊
館

手や足だけを湯につけて洗う「部分浴」を併せ

て行うこともおすすめできます。手の場合は「手

浴」、足の場合は「足浴」といいます。部分浴に

よって手足の汚れが落ちやすくなり、爪も切り

やすくなります。さらに血液循環を促 してリハ

ビリがしやすくなる、お年寄りがよく眠れるように

なる、などの効果も期待できます。

'<:<2)

MIMO 清拭の前に「部分浴」
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お湯の温度は

38～ 39℃ くらい
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程〕夢 申告の最終期限は3月 451日参議得”

』

期
限
内
の
正
し
い
申
告
と

納
税
が
節
税
の
第

一
歩
―

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は

３
月
１５
日
（金
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
申
告
・納
税
が
遅
れ
ま
す
と
次

の
よ
う
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

【
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
。
そ
の
１
】

①
３
月
１５
日
ま
で
に
申
告
が
な
い

場
合
、
納
付
す
べ
き
税
額
の
１５
％
の

無
申
告
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

②
期
限
内
に
申
告
し
た
が
、
正
し

く
な
か

っ
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加

算
税
又
は
重
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。過
少
申
告
加
算
税
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
ミ
ス
に
対
す
る
も
の
で
、
通
常

納
税
す
べ
き
増
加
税
額
の
１０
％
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、故
意
に
ご
ま
か
し
た
り

隠
し
た
り
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
、

最
も
重
い
重
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
重
加
算
税
の
税
率
は
、
仮
装
、
隠

ぺ
い
に
基
づ
く
増
加
税
額
の
３５
％

（こ
れ
が
期
限
後
申
告
の
場
合
は
４０

％
）
も
の
高
率
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
ベ
ナ
ル
テ
ィ
ー
。
そ
の
２
】

申
告
し
た
け
れ
ど
３
月
１５
日
ま
で

に
納
税
し
な
い
と

「延
滞
税
」
も
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
う

っ
か
り

納
税
が
期
限
遅
れ
と
な
ら
な
い
よ
う

に
「振
替
納
税
」
を
利
用
さ
れ
る
と
、

こ
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
延
滞
税

は
、
納
期
限

（３
月
１５
日
）
の
翌
日

か
ら
年
１４
・
６
％
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

２
ヶ
月
間
は
　
・
、
年

「
７

・
３
％
」
と

「前
年
の
Ｈ
月
３０
日
の
公
定
歩
合
十

４
％
の
い
ず
れ
か
低
い
割
合
と
な
り

ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は
？

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
う

っ
か

り
し
て
所
得
の

一
部
が
申
告
漏
れ
と

な
っ
て
い
た
り
、
扶
養
控
除
額
の
計

算
を
誤
っ
た
た
め
に
還
付
が
多
す
ぎ

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
「修
正
申
告
」
を

し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
的
に
「修
正
申
告
」
さ
れ
た
場

合
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、逆
に
、申
告
税
額
が
多
す
ぎ

て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
金
額
が

少
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
「更
正
の
請

求
」
に
よ
つ
て
正
し
い
税
額
に
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「更
正
の
請
求
」
が
で

き
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
申
告
期

限

（平
成
１３
年
分
は
平
成
１４
年
３
月

１５
日
）か
ら
１
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い

た
場
合
は
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
い
て

も
速
や
か
に
確
定
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
告
や
納
税
に
関
す
る
こ
と
な
ど

分
か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■

阿

蘇

税

務

署
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２

２

・

０

５

５

１

広

報

●

創
立
３。
周
年
を
盛
大
に
祝
う

連合婦人会長の本田美智子さん   歴代の連合婦人会長と各校区婦人会長に賞状と記念品が贈られる

三遊亭歌之介さんの落語で大にぎわい

(9)

高
森
町
連
合
婦
人
会

高
森
町
連
合
婦
人
会
は
、今
年
で

創
立
３０
周
年
を
迎
え
、
２
月
１０
日
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
記
念
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
歴
代
の
連
合
婦
人
会

長
と
各
校
区
婦
人
会
長
へ
の
表
彰
に

続
き
、連
合
会
長
の
本
田
美
智
子
さ

ん
が

「今
後
も
地
域
奉
仕
、
助
け
合

い
の
心
を
大
切
に
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓

の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
地
域
で
活
躍
さ

れ
る
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
、あ
た
た

か
い
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
は
な
し

の
ぶ
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
の
合
唱

や
、
ク
ラ
シ
ツ
ク
バ
レ
エ
「夢
２
０

０
２
」
の
小
山
友
佳
莉
さ
ん
、
日
本

舞
踊
の
興
椙
ふ
じ
子
さ
ん
と
本
田
訓

子
さ
ん
の
演
技
で
記
念
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、落
語
家
の
三
遊
亭

歌
之
介
さ
ん
が
「感
謝
の
プ
ラ
ス
志

向
」
と
題
し
て
落
語
を
披
露
。
今
話

題
の
落
語
家
と
あ

っ
て
、会
場
は
終

始
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

●

●   ●
高森中 吹奏楽部 定期演奏会のお知らせ

■と き 3月 23日 (土 )
午後 2時半開場 午後 3時開演

■ところ 高森中学校 体育館

高森中学校吹奏楽部の楽しい演奏会を今年も開催

します。みなさまお誘い合わせでご来場 ください。

■他の企画

◇ママさんコーラス「はなしのぶコーラス」

◇OB、 OG、 保護者との合同演奏

(14)

,肯 費ォ薙
,tカ ラ肖脅イ鬼
申七と4国ネ楚嗜

4日 1曰 ゴ /

'4イ

暑乗え

申告と1●:総 ||

3口 15日
,■ ''ノ

地域婦人会への加入のお願い

高森町連合婦人会では、創立30周年を

記念 して加入者を募集しています。

特に、若い婦人の方、子育ての悩みを

相談する場や地域での自主的な楽しい活

動を促進するために、地域に開かれた地

域婦人会を目指しています。
ぜひご加入いただきますようお願いい

たします。
■お問い合わせは

高森町教育委員会TEL 2-1111内 線 242

グラウンドゴルフ大会

3ホールでホールインワン達成
佐藤 トシコさん (前原 )

町の協会主催による簡保大会でこの記録を達成し、
日本グラウンドゴルフ協会からダイヤモンド賞を受

賞しました。

佐藤さんは「健康づくり
のために昨年 2月 ごろから

グラウンドゴルフを始めま

したが、まさか3回 もホール

インワンするとは思っても

みませんでした。今でも信

じられません」と話してい

ました。

昨年 9月 からこの表彰制

度が始まり、県内では3人 目

の受賞。この大会では残念

ながら優勝は逃したそうで

す。

文化財を守り続けて 15年

中山昭男さん (横町)は、熊本県文化財保護指導

委員に委嘱された昭和61年から15年間、文化財の保

護等に努められた功績が認められ、熊本県文化財功

労者の表彰を受賞しました。

中山さんは、町の文化財保護指導委員としても長

年活躍されており、「町の宝である文化財をこれから

も守 り続けていきたい」

と話していました。

また、県内の文化財に

関する本を 100冊 ほど
町に寄贈していただいて

います。

ご希望の方には貸し出

しますので教育委員会に

お問い合わせください。

国
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冬
虜

曜

風

三
寒
四
温
、
徐
々
に
春
を
感
じ

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
体
の
調
子

も
崩
し
や
す
く
な
る
季
節
で
す

が
、
最
近
気
持
ち
良
い
排
便
が
あ

り
ま
す
か
？

「快
食

・快
眠

・
快
便
」
が
健
康

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
便
の
状
態
が
良
い
と
き
は
体

調
も
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｆ
ｉ
ｌ
…
―
―
塩餞̈

饉
年̈
一

ｒ
‐‐‥…‥‐‐……‐‥‐ｔ
‥〓

‐‐●■D
Eヨ■コ

ヨ ロ
‐国

Ｆ
‥
，
‥

綺
当
贔
鯰
郎
贔

の取り扱いが大きく変わります
」
`・(ニ

ド
り

細め有が変わります
現在は市町村役場に納めていますが、4

付され、金融機関・郵便局などを通じてく

月以降は国 (社会保険庁)か

直接国に納めることとなりま

_」

す。
康

食
物
が
日
か
ら
入
り
２４
ヽ
７２
時
間

後
に
は
便
と
し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

体
の
ど
こ
か
に
変
調
が
あ
る
と
使

の
状
態
の
異
常
・便
通
の
ｉ
（常
が
起

こ
り
や
す
い
も
の
で
す
。

●

一
日
の
世
…
約
１
５
０

ｇ

（バ
ナ
ナ
ー
本
分
）

●
か
た
ち
…
バ
ナ
ナ
状
が
理
想
的
．

ね

っ
と
り
と
し
た
、
と
ぐ
ろ
を

巻

い
た
よ
う
な
半
練
り
状

の
便

は
、脂
肪
分
の
多
い
食
事
の
人
に

多
い
よ
う
で
す
が
健
康
的
な
状
態

で
す
。

●
い
ろ
…
茶
系
統
色
が
健
康
的
。

黒
系
統

・
灰
白
系
統

・
赤
系
統

は
病
気

が
隠

れ

て

い
る
と

考
え
ら
れ
ま

す
。こ
れ
ら

の

他
、
か
な
り
細

い
状
態
の
便
・

便

に
粘
液

が

混
じ
る
。き
つ

い
臭

い
や
生

臭

さ
等

に
も

気
を

つ
け

て

観
察

し

て
く

だ
さ
い
。

便
通
は

一
概
に
回
数
で
は
決
ま
り

ま
せ
ん
が
気
持
ち
良
く
排
便
が
あ
れ

ば
異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
通
異

常
に
は
下
痢
と
便
秘
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

●
下
痢
…
体
重
減
少
や
発
熱
、
発

疹
、
腹
痛
な
ど
を
伴
う
下
痢
は
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
か
ら
だ
の
水
分
が
多
量
に
失

わ
れ
ま
す
の
で
、
野
菜
ス
ー
プ
や

果
汁
な
ど
で
水
分
の
補
給
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

●
便
秘
…
「た
か
が
便
秘
」
と
軽
視
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

大
腸
ガ
ン
・大
腸
ポ
リ
ー
プ
、
腸

の
癒
着
、
腸
閉
塞
、
腸
ね
ん
転
、
子

宮
筋
腫
等
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

１
週
間
以
上
も
排
便
が
な
か
っ
た

ら
医
師
に
相
談
し
ま
し
よ
う
。

特
に
心
配
な
病
気
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、使
通
が
順
調
で
な
い
場

合
、
生
活
習
慣
が
悪
形
墾
日を
与
え
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
食
事
は
規
則
正
し
く
摂
り
ま
し
よ

ヽ
つ
ノ
．

●
水
分

・食
物
繊
維
を
た

っ
ぷ
り
摂

り

ま

し

よ

う

。

●
排
使
習
慣
を

つ
け
ま
し
よ
う
。

最
も
便
意
を
起
こ
し
や
す

い
の

は
朝
食
後
１
時
間
く
ら

い
で
す
。

こ
の
時
に
ト
イ
レ
に
行
き
排
便
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

●
睡
眠
を
た

っ
ぷ
り
と
り
ま
し

よ

ヽ
つ

′
。

師
眠
不
足
に
な
る
と
、
夜
ゆ

っ

く
り
便
を
作
る
時
間
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
生
活
リ
ズ

ム
が
崩
れ

る
と
白
律
神
経
が
乱
れ
ス
ム
ー
ズ

に
腸
が
動
か
な
く
な
り
ま
す
。

●
体
を
動
か
し
ま
し
よ
う
．

腹
筋
を
使
う
こ
と
は
腸
に
刺
激

を
与
え
ま
す
。

0、
¬腱

陶職
マ

受
け
て
い
ま
す
か
？

大
腸

・
便
の
検
査

今
や
、
大
腸
ガ
ン

・
便
潜
血

検
査
は
い
ろ
ん
な
健
診
時
に
同

時

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

な

っ
て
き
ま
し
た
。
高
森
町
で

も
毎
年
の
よ
う
に
大
腸
ガ
ン
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か

し
、
潜
血
反
応
が
あ

つ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
の
後
の
精
密
検

査
を
受
け
て
な
い
方
も
約
半
数

い
ま
す
。
気
付
か
な
い
間
に
忍

び
寄

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
検
査
で
は
早
期
に
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

便
の
観
察
と
共
に
大
腸
ガ
ン
か

ら
も
身
を
守
り
気
持
ち
良
い
生

活
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

■
保
健
福
祉
課
　
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）
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麒
仄
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●   ●

●   ●
半額免際がスタートします
現在の国民年金は、保険料を全額納めるか、中請 して全額免除を受けるかの 2

つの選択肢 しかありませんでした。さまざまな所得層にある第 1号被保険者の方

が、よリー層保険料を納付 しやすいように、半額免除が始まります。

さらに、これまで学生納付特例の範囲外とされていた夜問部・定時制課程及び

通信制課程の学生も、学生納付特例制度を受けられるようになります。

これらの制度は、いずれもご本人からの申請が毎年必要で、受付窓口はこれま

でどお り市町村役場です。
」|=

″｀

び
穣

嘔田口D
保険料の半額が免除され、半額の保険料を納付する制度です。半額免除期間については老齢

基礎年金を計算する場合、全額納付 したときの 3分の 2で計算されます。なお、学生納付特例

制度が受けられる方については、半額免除は適用されません。

■お問い合わせは 住民生活課 国民年金係T[L 2-1111(内 線 132)

(10)(13)

竜蘇爵澱ξlλ健康講座

だんぜんお得 1前納の口座

振替も受付中です。

1ケ 月の保険料は 13,300円 (平成
13年度価額)ですが…

1年分を前納されると、156,770円

で 2,830円お得です。

6ヶ 月分を前納されると、79,150円

で 650円お得です。

毎月の保険料は、翌月の末日(4月 分は 5月

末日)に なりますが、前納の日座振替は、4

日の振替となります。ご希望の方はお

に手続きしてください。

′ヽ
【:.,多
‐

鰊

末
め
月

早

納付先の変更に伴い、

納付できる場所が拡大されます。

全国の金融機関 (銀行・郵便局 。

信用金庫 。信用組合・労働金庫 。農

協・漁協など)や 、全ての社会保険事
務所で納めることがで きます。

´緊
酢j'

錮

´ヘ
riじ
1_

・
=率

‐

`ア“

|^

筆毒 |111

忙 しくて…ついつい忘れて しまう。

そんなときは、口座振替をご利用 ください。

国民年金の納付書・預金通帳・口座お届印を持参

して、金融機関に備え付けてある口座振替申出書

を提出するだけでOK!
あとは毎月スイスイと自動的に払い込まれラク

ラク安心です。・

スケ〕■―′した
あわゼ客
とること′



栄普士のいたIビきます

野菜を食生活の中心に

食物繊維の働 き

…便通をよくする食物繊維…

食物繊維は、体内で消化されず、便のモトとなって

排出される食べ物の「カス」です。

まず、よく知られているのは便秘の予防と解消で

す。腸の中で水分を吸収してふくらみ、便のカサを増

やして便通をよくします。

また、発がん物質やコレステロールを吸着して体

外に排出する役目も呆たし、大腸がんや動月′R硬化の

予防にも力を発揮しています。

野菜の摂取量は、 1日 350g以上が目標 !

野菜の摂取量は成人で平均292g。 かなりの人が、

野菜不足であると言えます。

野菜はいっぱい食べよう !

野菜は生が一番いいって思っていませんか ?た し

かに、加熱することによって減少する栄養素もあり

ますが、それ以上に、おいしく量を食べられるように

なるということが重要です。調理すれば、野菜はぐっ

と「カサ」が減りますので、もっと野菜をたくさん食

べましょう。

食物繊維を多く含む食品

こんにゃく、わかめ、寒天、のり、昆布、ひじ

き、干し椎茸、 ごぼう、いも類、豆類など

★食物繊維不足のサイン

お腹が張ってゴロゴロしおならがよく出るなどの症

状がでたら不足している証拠。

●

差点
⌒ 別ぢ■彗た  ′アヽ
冥ζ υノ
オi沐:|り   ‐′、

町三 `
人た い
権え

肇11み
フ  ′し
I な
^  

々″ _

テ  夭 粂
k 顔繕
;)の
晃ぢ高ぶ
堡;森お
お
こ
町壱

ア V`´

う

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と

も
な
い
、文
化
や
生
活
習
慣
の
ち
が

い
か
聰
、
一
部
の
外
国
人
と
の
間
に

ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
人
の
中
に
も

い
ろ

い
ろ
な
人
が
い
る
よ
う
に
、文
化
や

習
慣
が
ち
が

っ
て
い
て
も
、
同
じ

に
ん
げ
ん
　
　
　
　
そ
んち
ょう

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
や
感
染
症
に
か
か

つ
た
人
・刑

を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
環
境
破
壊
、
世
界
に

は
人
種
差
別
や
難
民
の
増
加
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま

と
い
う
視
点
か
ら
日
常
生
活
を
見
ま

わ
し
て
く
だ
さ
い
。

じ

ゅ
う
み
ん
せ

い
か

つ
か
　
　
ど
う
わ
た

い
さ
く
が

か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

■
１
１
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ト

］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
■

一

　

ス

権

」

《
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
人
権

》

日
本
に
や
っ
て
く
る
外
国
人
の
数
　
す
。
人
が
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

●

じ
　

ん
　
　
け

　

ん

垂づCC)あや.つ‐

～いち,ご六福 ～

□材料 (15個 分 )
・白王粉 200g
・砂糖 120g
・水 250g
・黒こしあん 適量
・イチゴ 15個

□作 り方

①.白玉粉と水をよく混ぜ、粉がなくなってとろりと

した感じになったら砂糖を入れてよく混ぜる。それ

を器 (レ ンジOK)に入れ、ラップをかけ、7分間加
熱する。(餅のように少し透明がかった状態になれば

出来上がり)②.イ チゴをあんで包み、手に片栗粉を
つけながら、①をだんご状にしてイチゴを包む。

食生活改善推進員

津留五月さん、後藤美恵子 さん (横町)の作品

(11)
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なんでも南豊B分一凛

たしかめて。 火を消してから次のこと
<春季火災予防運動週間 3月 1日 ～3月 7日 >

住宅賄六 L10ちを守る フつ0ボイント

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  TEL 2-9034

最近 、消火器の不正販売が九州各県で発生

し、 トラブルになっています。販売業者が訪
問 した ら、よく確認 して ください。

家庭の消火器

消火器の設置義務はあ りま

せんが、もしものときのため

に備えておくと安心です。

消火器の取替えや薬剤の詰

め替えは、地元消防団にお願

い してください。

事業所の消火器

専属の設備業者と契約し、維持

管理してください。

●

●

3つ の習慣
1.寝たばこは絶対やめる。
2.ス トーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。

3=ガスコンロなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す。

4つの対策

1.逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災報知器を

設置する。

2.寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製
品を使用する。

3.火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器等を設置する。

4.お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

‐|‐ |  ‐ 
‐
            ‐   | ●:薯言竃::詈 :肇 ::言雲:肇肇豊|||

高森警察署 丁EL 2-0110

猟銃や残弾の保管等は厳重に

猟銃期間は 2月 15日 で終わりました。例
年、猟期が終了するころか ら猟銃等の盗難

や紛失事故が発生 しています。

猟銃等の所有者は、猟銃等が犯罪に使用

されないよう次のことを確実に守って盗難

や紛失などの防止に努めま しょう。

猟銃等の保管について

●所有者自ら保管するよう法で定められています。

●保管にあたつては、堅固な保管設備に施錠して格納

し、実包とは別に保管 しなければなりません。

残弾の措置 について

猟期が終わり残弾がある場合は、次のように措置してく

ださい。

●残弾を消費するため、射撃大会等に参加 し、銃の操

作の習熟に努める。

●残弾を廃棄する。(廃棄を希望される方は、最寄の警察

署へ相談してください。)

●次の猟期まで残弾をとっておきたい方は、銃砲火薬

店に保管を委託 して ください。
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